
コロンビア経済情勢（１月） 

 

 １月のコロンビア経済概況は以下のとおり。 

 

【ポイント】 

●２０２３年のインフレ率（年率）は９．２８％（９日） 

●政策金利が１３％から１２．７５％に引き下げ（３１日） 

 

【本文】 

１ 主な出来事 

〈国内情勢〉 

（１）金融政策・物価・雇用関連 

ア ２０２３年インフレ率は、９．２８％（「ポルタフォリオ」紙、「ラ・レプブ

リカ」紙、「エル・ヌエボシグロ」紙、「エル・エスペクタドール」紙、９日） 

 ９日、国家統計局（ＤＡＮＥ）は、２０２３年のインフレ率（年率）が９．２

８％であったと発表した。また、２０２３年１２月の月間インフレ率は０．４

５％であった。アナリストや財務省は２０２３年インフレ率を９．４～９．５％

と予測していたが、これを大きく下回った。 

イ コロンビアのインフレ率、中南米地域で３位（「ラ・レプブリカ」紙、１１

日） 

 ２０２３年のコロンビアのインフレ率９．２８％は、中南米地域でアルゼンチ

ン（２１０～２２０％（予測値））、ベネズエラ（１９３％）に次ぐ高さとなって

いる。なお、他国の２０２３年のインフレ率は、ペルー（３．４１％）、チリ（３．

９％）、メキシコ（４．６６％）となっている。 

ウ コロンビアの非正規雇用者数、１，２００万人を超える（「ポルタフォリオ」

紙、１５日） 

 １５日、ＤＡＮＥは、２０２３年９月～１１月の非正規雇用者に関する調査結

果を発表した。同調査によれば、１，２８０万人超が非正規雇用者として家計を

支えており、非正規雇用者が労働者全体に占める割合は５５．５％であった。な

お、前年同期の割合は５８％であった。 

エ 政策金利１２．７５％に（「ポルタフォリオ」紙、「ラ・レプブリカ」紙、「エ

ル・ヌエボシグロ」紙、「エル・エスペクタドール」紙、３１日） 

 ３１日、中銀金融政策決定会合が開催され、政策金利を１３％から１２．７

５％に０．２５％引き下げる決定を行った。７名の理事のうち、５人が０．２５％

の利下げを支持し、残り２名は０．５％の利下げを支持した。中銀は、２０２３

年１２月までに９か月連続でインフレ率が低下し、２０２３年のインフレ率が



９．２８％となったことを評価した。 

 

（２）財政関連 

ア 経済成長予測 

（ア）財務公債省、２０２４年ＧＤＰ成長率を１．８％と予測（「ラ・レプブリ

カ」紙、４日） 

 財務公債省は、２０２４年のコロンビアのＧＤＰ成長率を１．８％、インフレ

率を５％、中銀の政策金利を８％まで下げられると予測した。また、ボニジャ財

務公債大臣は、財政について債務削減に取り組んでいると発言した。 

（イ）世銀、経済成長予測を下方修正（「ポルタフォリオ」紙、「エル・エスペク

タドール」紙、９日） 

 世銀が９日に発表した経済見通しによれば、コロンビアの経済成長率を２０

２４年は１．８％、２０２５年を３％と予測している。２０２３年１０月時点で

の予測では、それぞれ２．１％、３．１％であった。コロンビアは、インフレ率

が依然高く、中銀による利下げが域内でも遅いためであり、個人消費と投資の増

加が待ち望まれるとコメントしている。 

イ 財務公債省、国内市場で１億１，５５０万ドルの国債を発行（「ラ・レプブ

リカ」紙、４日） 

 ３日、コロンビア政府は２０２４年の資金調達計画を開始し、国内市場で国債

（ＴＥＳ）を発行した。償還期間は、５年、１３年、２５年の３つで、総額は１

億１，５５０万ドル。２０２９年に償還期限を迎える国債は金利３．７８８％、

２０３７年の国債は４．２９０％、２０４９年の国債は４．１１８％である。政

府は今後、さらに１１８億８４０万ドルの国債を国内で発行する。 

ウ 燃料価格安定化基金の赤字、１０兆ペソ（「ポルタフォリオ」紙、８日） 

 燃料価格安定化基金（ＦＥＰＣ）の赤字について、ペトロ大統領は２月から予

定されていた軽油価格の引き上げを凍結する旨発言。しかし、ボニジャ財務大臣

は引き続き値上げを検討すると述べた。政府は軽油価格の段階的引き上げを予

定している。なお、２０２３年のＦＥＰＣの赤字は１６兆ペソ（約６，１００億

円）であり、軽油価格を引き上げなければ、２０２４年末までにさらに１０兆ペ

ソ（約３，８００億円）の赤字が生じる見込み。 

エ 対外債務、１，９０４億ドルを維持（「ポルタフォリオ」紙、「ラ・レプブリ

カ」紙、１１日） 

 コロンビア中銀によれば、２０２３年１０月時点のコロンビアの対外債務残

高は、１，９０４億３００万ドルで、ＧＤＰ比５５．１％であった。なお、２０

２３年後半からは為替の影響により、債務残高が減少している。 

オ ボニジャ財務公債大臣、軽油価格引上げについて発言（「ラ・レプブリカ」



紙、１９日） 

 ボニジャ財務公債大臣は、燃料価格安定化基金（ＦＥＰＣ）の現状の赤字につ

いて、ガソリンについては赤字がなくなったものの、軽油については依然赤字が

続いていると説明。同大臣は、２０２３年のＦＥＰＣの赤字は縮小する見込みで

あるが、軽油価格についてはインフレとの関係から懸念を示した。 

カ 公共料金への補助金制度の改正（「ポルタフォリオ」紙、２１日） 

 政府は、公共料金への補助金制度の強化を図り、家計登録(Registro Social 

de Hogares)及び所得登録(Registro Universal de Ingreso)の２つの戦略を検

討している。国家企画庁（ＤＮＰ）によれば、ボゴタ市をパイロットケースとし

て、現行の地区(Estrato)別の補助金付与を廃止し、所得に応じた補助金制度を

２０２４年中に開始する予定。 

キ 税制改革第二弾（「ラ・レプブリカ」紙、２２日） 

 財務公債省は、企業の税負担を縮小し、個人を対象に増税するため、さらなる

税制改革を検討する専門家委員会を設置した。 

ク ２０２３年国家予算執行率、９０％に達せず（「ラ・レプブリカ」紙、２４

日） 

 財務公債省は、２０２３年国家予算総額４２３．２兆ペソ（約１６．３兆円）

のうち、１１月時点で８７．３％に相当する３６９．６兆ペソ（約１４．２兆ペ

ソ）が支払われたと発表した。歳出のうち、６１．６％が義務的経費、１９．７％

が投資的経費、１８．５％が債務償還費に充てられた。 

ケ ２０２３年徴税額（「ポルタフォリオ」紙、「ラ・レプブリカ」紙、２９日） 

 国税税関庁（ＤＩＡ）は、２０２３年の徴税額が前年比２２．７％増の２７８．

９兆ペソ（約１１兆円）であったと発表した。レジェスＤＩＡＮ長官は、税収増

の理由として、２０２１年及び２０２２年の税制改革、ＤＩＡＮの効率化を挙げ

た。 

 

（３）鉱業エネルギー関連 

ア ２０２３年石炭生産（「ポルタフォリオ」紙、１６日） 

 米ドラモンド社は、２０２３年には、前年比７．１％増の２９５.６億トンの

石炭をコロンビアで生産したと発表。同社の石炭生産量は８年連続で増加。また、

生産された石炭の多くは輸出されており、主要な輸出先は、オランダ（１５％）、

メキシコ（１３．９％）、ポーランド（１０．７％）、韓国（７．８％）、トルコ

（６．９％）、チリ（６．０％）、イスラエル（５．７％）、日本（４．７％）、プ

エルトリコ（４．５％）等となっている。 

イ エコペトロル社取締役会人事（「ラ・レプブリカ」紙、１９日） 

 ペトロ大統領は、エコペトロル社取締役会の役員候補としてアルベルト・メル



ラノ氏を推薦した。同氏は、アルコセル大統領夫人の叔父であると報じられたが、

大統領はこれを否定、マスコミに対し、正確な情報に基づいた批判を求めた。取

締役会はこれに先立ち、１月１０日に臨時取締役会を開催、役員就任の要件であ

る職務経験１５年を１２年にするとともに、取締役会役員の３０％以上を女性

とする規定を定めた。 

ウ ２０２３年原油生産（「ラ・レプブリカ」紙、２７日） 

 コロンビア石油・ガス・エネルギー会議所（CAMPETROL）によれば、コロンビ

アの２０２３年の原油生産は、前年比３％増の平均日量７７万７，２００バレル

であった。増加理由としては、カニョ・スル・エステ油田（メタ県プエルト・ガ

イタン市、１１４％増）、ティガナ油田（メタ県及びカサナレ県、２８％増）で

の増産が挙げられる。 

 

（４）インフラ関連 

ア カリブ沿岸地域に光ファイバー網（「ラ・レプブリカ」紙、１３日） 

 ペトロ大統領は、サンアンドレス県からラ・グアヒラ県にかけてのカリブ沿岸

地域に InterNexa 社（電気・通信企業ＩＳＡ社傘下）と光ファイバー網を敷設す

ると発言した。昨年１０月、政府は同社と、アンティオキア県、カウカ県、チョ

コ県、ラ・グアヒラ県、ナリニョ県及びバジェ・デル・カウカ県の３８市で低所

得者居住地域（Estrato 1 y 2）を対象にブロードバンドを設置する契約に署名

している。 

イ ボゴタ・メトロ１号線進捗状況（「ラ・レプブリカ」紙、２０日） 

 １９日、ボゴタ市役所は、２０２４年１月第１週時点でのボゴタ・メトロ１号

線建設工事の進捗状況を２８．９８％と発表した。なお、用地買収は９８．３

０％、作業所(patio de taller)建設は９４．１０％が完了している。また、ガ

ラン新ボゴタ市長が、工事続行を承認したことも明らかにされた。 

 

（５）その他 

ア ２０２３年自動車販売台数（「ラ・レプブリカ」紙、「エル・ヌエボシグロ」

紙、１日） 

 全国自動車協会（ＡＮＤＥＭＯＳ）は、２０２３年の自動車販売台数を発表し

た。２０２３年の販売台数上位ブランドは、ルノー（２万６，４１７台（前年比

４６．６％減））、トヨタ（２万５，９４０台（同１．１％増））、シボレー（１万

７，２４１台（同４２％減））、マツダ（１万７，５８３台（同１．５％減））で

あった。 

イ 全国金融機関協会会長人事（「ラ・レプブリカ」紙、１５日） 

１５日、サンタマリア会長の後任に、ホセ・イグナシオ・ロペス全国金融機関協



会（ＡＮＩＦ）会長が就任した。ロペス氏は４４歳。米カリフォルニア大学にて

博士号（経済学）取得。投資会社 Corficolombiana 社で経済調査部長を務めてい

た。 

ウ 産業活性化センター建設に９６３億ペソ（「ラ・レプブリカ」紙、１９日） 

 iNNpulsa（起業支援を担う商工観光省外局）は、２０２４年から２０２５年に

かけて、６８か所の産業活性化センターを新設するため、９６３億ペソ（約３７

億円）を投じると発表した。同センターは、ボゴタ市やブカラマンガ市のセンタ

ーや国内の刑務所内にある既存施設に加え、国内２９県で新設される。セバジョ

ス iNNpulsa 長官は、「国内６８か所のセンターによって、製造業、アグロインダ

ストリー、金属加工等の分野で、中小企業１万２，０００社、庶民経済の生産活

動が裨益する。」と発言した。 

カ 新規住宅販売件数（「ラ・レプブリカ」紙、２３日） 

 ２３日、コロンビア建設会議所（CAMACOL）は、２０２３年の国内新規住宅販

売件数が前年比４４．９％減の１０万６，５５４件であったと発表した。なお、

公益住宅の販売件数は４９．７％減、非公益住宅は３２．３％減。２０２３年に

住宅購入を諦めた世帯は、前年比６２．９％増の約３万８，０００世帯にのぼる

と推計された。 

キ 国勢調査の開始（「ラ・レプブリカ」紙、２６日） 

 ウルディノラＤＡＮＥ局長は、２０２４年前半から経済国勢調査を開始する

と発表した。同局長は、同調査を「単なる人口調査に留まらない、場所に紐付い

た目に見えるビジネスにおける個人をカウントするもの」と述べた。 

 

〈対外経済関係〉 

（１）通商・投資関連 

ア 海外送金 

（ア）海外送金、１００億ドルを超える（「ラ・レプブリカ」紙、２６日） 

 中銀によれば、２０２３年の海外送金受入額が１００億ドルを超えた。なお、

２０２３年１２月の海外送金受入額は９億１，４２１万ドルと史上最高月額を

記録した。 

イ １１月輸出入 

（ア）１１月輸出（「ポルタフォリオ」紙、「ラ・レプブリカ」紙、「エル・ヌエ

ボシグロ」紙、「エル・エスペクタドール」紙、５日） 

 ＤＡＮＥによれば、１１月の輸出額は前年同月比９％減の４１億５，１１０万

ドルであった。原油及び石油製品の輸出の大幅な減少（前年同月比１９．１％減）

が主な理由。また、２０２３年１１月の原油輸出量は１，２９０万バレルで前年

同月比２２．６％減となっている。 



（イ）１１月輸入（「ラ・レプブリカ」紙、「エル・ヌエボシグロ」紙、２２日） 

 ＤＡＮＥによれば、１１月の輸入は、前年同月比１４．５％減の５１億６，５

７０万ドルであった。内訳は、工業製品（７１．７％）、燃料・石油製品（１４．

７％）、農業製品・食料・飲料（１３．４％）、その他（０．２％）となっている。

工業製品の輸入は、前年同月比１６．１％減の３７億５４０万ドルであった。 

ウ １～９月外国直接投資（「ラ・レプブリカ」紙、５日） 

 コロンビア中銀によれば、１～９月の対コロンビア外国直接投資（ＦＤＩ）は、

前年同期比２５，５３％減の１２７億９，６４０万ドルであった。内訳は、第１

四半期４１億９，７２０万ドル、第２四半期５２億３，０８０万ドル、第３四半

期３３億６，８４０万ドル。分野別では鉱業分野への投資が３０億５００万ドル

と最大で、次いで金融サービス（２０億８，４００万ドル）、製造業（１９億２，

３００万ドル）、商業・飲食・宿泊（１４億１，４００万ドル）となっている。 

エ アパレル製品輸出、１０％超の減少（「エル・ヌエボシグロ」紙、２２日） 

 コロンビア製アパレル製品の主要輸出相手国は、米国、エクアドル、メキシコ

及びペルーである。２０２３年１～１１月のアパレル製品の輸出は、前年同期比

１０．８％減の７億８，２００万ドルであった。ディアス・コロンビア貿易協会

（ANALDEX）会長は、アパレル製品輸出の再活性化のためにイベント開催の重要

性を訴えた。 

 

（２）国際協力関連 

ア ペトロ大統領、気候変動対策に支援要請（「ポルタフォリオ」紙、１７日） 

 １６日、ペトロ大統領はダボス会議に出席し、各国政府に対し環境保護への資

金拠出の必要性を訴えた。同大統領は、２０１５年１２月にパリで開催されたＣ

ＯＰ２１で、先進国全体で年間１，０００億ドルの途上国向け資金支援が約束さ

れたが、その３０倍の投資が必要と主張した。 

イ ＣＡＦ、債券発行（「ポルタフォリオ」紙、１８日） 

 ラ米開発銀行（ＣＡＦ）は、２０２４年最初の債券を発行した。発行額は１７．

５億ドル、償還期限は２０２９年１月、利息（クーポン）は５％。同債券は、各

国の中央銀行をはじめ、年金基金等の１５０の機関投資家から発行額の３．６倍

（６４億ドル）の需要があった。 

 

２ 主な経済指標 

別添参照 

 



主な経済指標

経済活動指標 2022/11 2023/09 2023/10 2023/11

国内総生産（四半期）（DANE）：％ 2.9 -0.3 - -

経済活動指数（DANE）：％ 0.6 -0.3 -0.4 2.3

経済活動指数第１次産業（DANE)：％ -3.6 4.0 5.4 8.4

経済活動指数第２次産業（DANE)：％ 2.9 -4.9 -5.2 -3.9

経済活動指数第３次産業（DANE)：％ 1.3 -0.2 -0.4 2.6

エネルギー需要(XM)：GWh 6,302 6,848 6,849 6,654

エネルギー需要－前年同月比(XM)：％ 0.1 6.2 5.0 6.1

雇用

全国平均失業率（DANE）：％ 9.5 9.3 9.2 9.0

主要13都市失業率（DANE）：％ 9.1 9.6 9.0 8.7

消費

消費者信頼感指数（ＦＥＤＥＳＡＲＲＯＬＬＯ）：％ -24.8 -17.9 -14.0 -20.9

実質小売売上高指数（DANE）：％ 1.7 -9.3 -11.0 -3.4

自動車販売台数（単月）（ANDEMOS）：台 22,665 15,611 13,893 18,561

自動車販売台数（年内累計）（ANDEMOS）：台 240,681 134,500 148,393 166,954

物価

消費者物価上昇率－前月比（DANE）：％ 0.77 0.54 0.25 0.47

消費者物価上昇率－前年同月比（DANE）：％ 12.53 10.99 10.48 10.15

生産者物価上昇率－前月比（DANE）：％ 1.60 1.17 0.78 -1.91

ガソリン価格（ボゴタ）（鉱山省）：ペソ／ガロン 9,923 14,973 14,973 14,973

生産

実質工業生産指数（DANE）：％ 4.5 -6.9 -5.9 -6.4

実質工業売上高指数（DANE）：％ 3.8 -5.8 -4.7 -7.3

新規建設着工承認面積（DANE）：㎡ 2,708,005 2,057,988 2,039,244 2,398,378

コーヒー生産量（ＦＮＣ）：千袋（６０Kg） 1,060 849 1,157 1,282

コーヒー生産量-前年同月比：％ -6.3 -29.8 14.4 13.4

コーヒー価格（ＩＯＣ）/ 11月から　"SUAVE"：USD 225.10 186.00 184.97 194.46

石油生産量（日量）（鉱山省）：バレル 771,008 771,156 778,040 778,110

石油生産量－前年同月比（鉱山省）：％ 3.1 3.6 5.1 4.1

石油生産量（日量・年内平均）（鉱山省）：バレル 751,357 774,887 775,202 775,467

石油価格WTI：USD ／バレル 84.37 89.43 85.64 77.69

金融

政策金利（中央銀行)：％ 11.00 13.25 13.25 13.25

為替　月初（中央銀行)：COP 4,898.74 4,099.20 4,053.76 4,114.29

為替　月末（中央銀行)：COP 4,809.51 4,053.76 4,060.83 3,980.67

為替　最高値（中央銀行)：COP 5,061.21 4,099.20 4,386.66 4,117.71

為替　最安値（中央銀行)：COP 4,801.06 3,902.54 4,053.76 3,957.77

株式指数　月初（中央銀行)：COP 1,254.39 1,084.71 1,112.09 1,088.39

株式指数　月末（中央銀行)：COP 1,242.63 1,121.64 1,088.15 1,146.87

株式指数　最高値（中央銀行)：COP 1,295.81 1,121.64 1,134.48 1,146.87

株式指数　最安値（中央銀行)：COP 1,215.51 1,046.70 1,083.95 1,088.39

貿易

貿易収支（ＦＯＢ）（DANE)：百万米ドル -1,115 -1,401 -1,475 -1,115

輸出額（FOB)（DANE)：百万米ドル 4,519 4,779 4,213 4,519

輸出額（ＦＯＢ）－前年同月比（DANE)：％ 8.8 26.1 10.9 8.8

輸出額（FOB)年内累計（DANE)：百万米ドル 52,678 43,945 48,158 52,678

輸入額（CIF）（DANE)：百万米ドル 6,044 6,696 6,127 6,044

輸入額（ＣＩＦ）－前年同月比（DANE)：％ -7.7 16.8 5.5 -7.7

輸入額（CIF)年内累計（DANE)：百万米ドル 71,562 59,390 65,518 71,562

労働者送金（中央銀行）：百万米ドル 813 751 894 813


